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＜特集＞映像の回覧板 ②～⑤
春季消防演習 ⑥⑦
ヴィーナスプラン ⑧⑨
まちのわだい ⑩⑪
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（さばねフットボールクラブ）
（舟形町農林漁業体験実習館）



特集：映像の回覧板 映像のちから：特集

「香るまち　川あそび編」　撮影場所：長沢地区あいさつ橋下流
暑い日、川でたくさん遊んだ夏の思い出。

「香るまち　朝田編」　撮影場所：富田地区一本杉周辺
朝の水田の香りと、青春が駆け抜ける。

「香るまち　星空編」　撮影場所：東長沢駅
夜空から満天の香りが降り注ぐ。

「香るまち　雨上がり編」　撮影場所：西堀地区
草木にあたる雨の音、匂い。

「香るまち　ぬか焼き編」　撮影場所：野地区
ぬか焼きの音、香りが冬をつれてくる。

　
　
　
　
日
常
の
魅
力
を
伝
え
る

　
３
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
は
、

　
・
音
で
感
じ
る
ふ
る
さ
と
舟
形

　
・
水
と
子
ど
も
と
遊
び

　
・
町
の
人
で
も
知
ら
な
い
謎
　
　
な
ど

「
五
感
で
日
常
の
魅
力
を
感
じ
る
ま
ち
」

で
あ
る
と
い
う
テ
ー
マ
が
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
テ
ー
マ
を
基
に
「
香
る
ま
ち
、
ふ

な
が
た
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
立
て
、

都
会
で
は
味
わ
え
な
い
舟
形
の
魅
力
を
表

現
す
る
、
５
本
の
Ｃ
Ｍ
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
に
町
へ

の
関
心
と
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
い
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
向
け
て
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
舟
形
町
産
業
振
興
課
商
工
観
光
班

　
☎
（
32
）
２
１
１
１
（
内
線
423
）

「
香
る
ま
ち
」
と
「
名
人
図
鑑
」

　
Ｃ
Ｍ
制
作
は
、
町
の
魅
力
を
町
内
外
に

発
信
し
、
町
民
が
「
舟
形
の
良
さ
」
を
再

発
見
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
や
、
き
れ
い

な
自
然
と
食
物
の
お
い
し
さ
等
を
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
が
目
的
で
す
。
平
成
26
年
度
は

「
食
」
と
「
農
」
を
テ
ー
マ
に
、「
お
カ

ネ
よ
り
、
ご
え
ん
。」
と
「
ひ
と
あ
じ
の
、

ま
ち
。」
の
Ｃ
Ｍ
２
本
を
制
作
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
は
、
町
の
み
な
さ
ん
の
想

い
を
反
映
し
て
Ｃ
Ｍ
を
制
作
す
る
た
め
、

「
舟
形
町
の
魅
力
発
見
・
発
信
！
」
と
題

し
た
全
３
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
延
べ
50
名
の
方
が
参
加
。
観
光
や
イ

ベ
ン
ト
に
限
ら
ず
、
四
季
折
々
の
自
然
や

香
り
な
ど
、
日
常
の
魅
力
に
つ
い
て
様
々

な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
か
ら
「
香
る
ま
ち
」
と
「
名
人
図
鑑
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
に
、
人
と
の
関

わ
り
や
季
節
の
豊
か
さ
、
人
の
技
な
ど
を

中
心
に
制
作
を
進
め
ま
し
た
。

香
る

ま
ち

　
平
成
26
年
度
か
ら
、
町
と
東
北
芸
術
工
科
大
学
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
、

町
の
Ｐ
Ｒ
用
Ｃ
Ｍ
制
作
。
今
年
３
月
末
に
、
平
成
27
年
度
版
の
Ｃ
Ｍ
が
完
成
し
ま
し
た
。

映
像
の
回
覧
板

映
像
の
回
覧
板

∧
特
集
∨

∧
特
集
∨

｜広報ふながた 28.５３ 広報ふながた 28.５｜２

まだ青いなあまだ青いなあ



映像の回覧板：特集

　
　
　
　町
の
名
人
10
名
を
紹
介

　「
名
人
図
鑑
」
は
、
様
々
な
技
を
持
っ

た
「
名
人
」
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
人
を
通
し
て

「
食
」
と
「
農
」
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　今
回
、
「
う
し
名
人
」
や
「
わ
ら
び
名

人
」
な
ど
、
町
の
誇
る
名
人
10
名
に
、
東

北
芸
術
工
科
大
学
生
や
子
ど
も
た
ち
が
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

「
う
し
名
人
」
　井
上
洋
平
さ
ん

　自
分
の
手
で
一
生
懸
命
育
て
た
牛
か

ら
絞
っ
た
牛
乳
は
や
っ
ぱ
り
う
ま
い
！

誰
よ
り
も
お
い
し
く
、
ゴ
ク
ゴ
ク
と
飲

み
干
し
ま
す
。

　こ
だ
わ
り
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の

餌
を
ミ
ッ
ク
ス
し
て
食
べ
さ
せ
て
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
牛
た
ち
を
育
て
て
い
る

こ
と
で
す
。
豆
腐
の
お
か
ら
や
、
ジ
ュ

ー
ス
工
場
で
出
て
く
る
み
か
ん
の
皮
、

醤
油
か
す
も
使
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
、
う
ち
で
絞
っ
た
牛
乳
を
使
っ

て
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

ケ
ー
キ
と
か
チ
ー
ズ
を
つ
く
る
こ
と
が

夢
で
す
。
将
来
は
、
娘
と
お
菓
子
づ
く

り
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

名
人

図
鑑

こどもインタビュアー
はなちゃん

　いろいろな餌をミックスして牛に与えるなど工夫をしている私のお父さん。みな
さんにぜひ一度飲んでもらいたくなる、そんな自慢の牛乳をつくっています。
　舟形町をはじめ山形県内で売られている「奥羽そだち牛乳」には、うちの牛乳が
使われています。毎日の牛のお世話を頑張るお父さんにインタビューしました。

名
人

図
鑑

舟形町回覧板「ふならん」
ホームページ：http://funaran.jp/
舟形町観光物産センターめがみでも、「香るまち」と
「名人図鑑」のＣＭをご覧いただけます。

香 る ま ち

やまがた

ふながた

｜広報ふながた 28.５５ 広報ふながた 28.５｜４



｜広報ふながた 28.５７ 広報ふながた 28.５｜６

　
５
月
５
日
、
平
成
28
年
度
春
季
消
防
演
習
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
演
習
は
、
災
害
に
備
え
て
消
防
精
神
と
団
員
の
士
気
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
今
年
は
、
加
藤
憲
彦
団

長
以
下
約
400
名
の
消
防
団
員
が
舟
形
本
町
通
り
を
堂
々
と
分
列
行
進
。
そ

の
ほ
か
、
猿
羽
根
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
纏
太
鼓
の
演
奏
や
、
ほ
ほ
え
み
保

育
園
児
に
よ
る
鼓
笛
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ユ
パ
ー
ク
で
は
、
小
・
中
隊
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
な
ど
、

日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
27
年
度
消
防
関
係
功
労
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

１
．消
防
庁
長
官
表
彰

○
永
年
勤
続
退
団
者

　
第
３
分
団
副
分
団
長
　
大
場
　
政
人

　
第
１
分
団
第
１
部
　
石
川
　
　
憲

　
第
２
分
団
第
３
部
　
齊
藤
　
信
吾

　
第
２
分
団
第
17
部
　
大
場
　
　
好

　
第
２
分
団
第
17
部
　
大
場
　
幸
一

　
第
２
分
団
第
17
部
　
佐
藤
　
喜
一

　
第
４
分
団
第
18
部
　
伊
藤
　
博
明

　
第
４
分
団
第
19
部
　
佐
藤
　
　
昇

　
第
４
分
団
第
19
部
　
庄
司
　
直
也

　
第
４
分
団
第
19
部
　
佐
々
木
知
也

　
女
性
消
防
団
　
　
　
伊
藤
と
し
子

　
第
１
分
団
第
１
部
　
髙
橋
　
敏
哉

　
第
５
分
団
第
11
部
　
滝
澤
　
一
則

 

２
．山
形
県
知
事
表
彰

○
金
条
章

　
第
４
分
団
第
７
部

○
特
別
功
労
章

　
第
４
分
団
副
分
団
長
　
松
本
　
正
人

　
第
２
分
団
第
３
部
　
叶
内
　
　
宏

　
第
４
分
団
第
18
部
　
野
尻
　
啓
一

　
第
７
分
団
第
14
部
　
斉
藤
　
公
男

○
功
労
章

　
第
２
分
団
副
分
団
長
　
大
場
　
洋
一

　
第
６
分
団
副
分
団
長
　
髙
山
　
和
也

　
第
１
分
団
第
１
部
　
伊
藤
　
健
一

　
第
１
分
団
第
10
部
　
斎
藤
　
雅
博

　
第
５
分
団
第
11
部
　
田
中
　
真
人

○
功
績
章

　
第
３
分
団
副
分
団
長
　
伊
藤
　
紀
幸

　
第
５
分
団
副
分
団
長
　
星
川
　
治
男

　
第
４
分
団
第
19
部
　
遠
藤
　
　
寛

　
第
７
分
団
第
13
部
　
芳
賀
　
真
一

　
第
２
分
団
第
３
部
　
斎
藤
　
　
賢

○
精
錬
章

　
第
５
分
団
第
８
部
　
豊
岡
　
行
義

　
女
性
消
防
団
　
　
　
水
野
　
　
幸

　
女
性
消
防
団
　
　
　
井
上
か
よ
子

　
女
性
消
防
団
　
　
　
阿
部
　
富
美

　
女
性
消
防
団
　
　
　
阿
部
　
静
子

○
永
年
勤
続
退
団
者

　
第
３
分
団
副
分
団
長
　
大
場
　
政
人

　
第
１
分
団
第
１
部
　
石
川
　
　
憲

　
第
２
分
団
第
３
部
　
齊
藤
　
信
吾

　
第
２
分
団
第
17
部
　
大
場
　
　
好

　
第
２
分
団
第
17
部
　
大
場
　
幸
一

　
第
４
分
団
第
18
部
　
伊
藤
　
博
明

　
第
４
分
団
第
19
部
　
佐
藤
　
　
昇

　
第
４
分
団
第
19
部
　
庄
司
　
直
也

　
第
４
分
団
第
19
部
　
佐
々
木
知
也

　
第
１
分
団
第
１
部
　
髙
橋
　
敏
哉

  

３
．日
本
消
防
協
会
長
表
彰

○
功
績
章

　
第
４
分
団
分
団
長
　
髙
山
　
　
守

○
精
績
章

　
第
２
分
団
分
団
長
　
大
場
　
清
志

　
第
５
分
団
分
団
長
　
奥
山
　
康
一

○
勤
続
章

　
第
４
分
団
分
団
長
　
髙
山
　
　
守

  

４
．山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
優
良
章

　
第
２
分
団
第
17
部
　
奥
山
　
靖
則

　
第
３
分
団
第
４
部
　
沼
澤
　
辰
成

　
第
３
分
団
第
５
部
　
沼
澤
　
友
幸

　
第
１
分
団
第
１
部
　
矢
野
　
雄
彦

　
第
５
分
団
第
９
部
　
長
沼
　
貴
志

　
第
６
分
団
第
12
部
　
加
藤
　
尚
志

　
第
７
分
団
第
13
部
　
阿
部
　
清
美

　
第
４
分
団
第
７
部
　
渡
會
　
　
章

○
永
年
勤
続
表
彰
　
30
年

　
第
１
分
団
第
10
部
　
渡
邉
　
信
久

○
永
年
勤
続
表
彰
　
25
年

　
本
部
付
分
団
長
　
　
加
藤
　
　
貴

　
第
６
分
団
分
団
長
　
加
藤
　
勝
也

　
第
２
分
団
第
２
部
　
叶
内
　
昌
樹

　
第
１
分
団
第
10
部
　
伊
藤
　
英
一

　
第
２
分
団
第
３
部
　
叶
内
　
忠
明

　
第
２
分
団
第
３
部
　
野
尻
　
和
彦

　
第
３
分
団
第
６
部
　
八
鍬
　
俊
勝

　
第
４
分
団
第
７
部
　
渡
會
　
　
章

　
第
５
分
団
第
８
部
　
相
馬
　
広
志

　
第
６
分
団
第
15
部
　
矢
作
　
照
彦

○
永
年
勤
続
表
彰
　
20
年

　
第
１
分
団
分
団
長
　
伊
藤
　
　
晋

　
第
３
分
団
副
分
団
長
　
伊
藤
　
紀
幸

　
第
５
分
団
副
分
団
長
　
星
川
　
治
男

　
第
１
分
団
第
10
部
　
大
場
　
　
満

　
第
２
分
団
第
３
部
　
長
沢
　
憲
一

　
第
３
分
団
第
21
部
　
佐
藤
　
隆
洋

　
第
５
分
団
第
８
部
　
曽
根
田
和
孝

　
第
５
分
団
第
11
部
　
佐
藤
　
智
章

　
第
７
分
団
第
13
部
　
阿
部
　
清
美

　
第
７
分
団
第
14
部
　
斉
藤
　
秀
一

　
第
３
分
団
第
６
部
　
佐
藤
　
広
幸

　
第
５
分
団
第
８
部
　
豊
岡
　
将
志

　
第
５
分
団
第
８
部
　
鈴
木
　
健
一

　
第
５
分
団
第
９
部
　
加
藤
　
憲
司

○
永
年
勤
続
表
彰
　
15
年

　
第
１
分
団
第
16
部
　
伊
藤
　
茂
和

　
第
７
分
団
第
20
部
　
阿
部
　
康
広

　
女
性
消
防
団
　
　
　
曽
根
田
真
利
子

　
女
性
消
防
団
　
　
　
斎
藤
　
啓
子

　
第
１
分
団
第
１
部
　
岸
　
新
太
郎

　
第
１
分
団
第
１
部
　
三
浦
　
貴
宏

　
第
２
分
団
第
２
部
　
髙
橋
　
徳
彦

　
第
２
分
団
第
２
部
　
植
松
　
昌
人

　
第
２
分
団
第
３
部
　
伊
藤
　
一
行

　
第
２
分
団
第
３
部
　
伊
藤
　
都
司

　
第
３
分
団
第
６
部
　
吉
田
　
達
也

　
第
３
分
団
第
22
部
　
横
尾
　
敏
幸

　
第
５
分
団
第
８
部
　
信
夫
　
貴
吉

　
第
５
分
団
第
11
部
　
木
村
　
和
則

　
第
５
分
団
第
11
部
　
奥
山
　
慶
彦

  

５
．最
上
支
部
長
表
彰

○
銀
条
章

　
第
５
分
団
第
９
部

○
優
功
章

　
第
２
分
団
第
２
部
　
叶
内
　
昌
樹

　
第
５
分
団
第
11
部
　
逸
見
　
秀
明

　
第
６
分
団
第
12
部
　
安
達
　
　
理

　
第
７
分
団
第
13
部
　
小
野
　
和
好

○
精
励
章

　
本
部
付
分
団
長
　
　
渡
部
　
広
行

　
本
部
付
分
団
長
　
　
庄
司
　
洋
一

　
本
部
付
分
団
長
　
　
加
藤
　
　
貴

　
第
３
分
団
分
団
長
　
沼
澤
　
　
太

　
第
７
分
団
分
団
長
　
森
　
　
正
志

　
６
．町
長
表
彰

○
優
良
団
員

　
第
２
分
団
第
17
部
　
鈴
木
　
恵
吾

　
第
３
分
団
第
５
部
　
沼
澤
　
圭
治

　
第
４
分
団
第
19
部
　
小
林
　
　
良

　
第
５
分
団
第
11
部
　
佐
藤
　
智
章

　
第
１
分
団
第
１
部
　
伊
藤
　
真
吾

　
第
１
分
団
第
10
部
　
阿
部
　
雄
二

　
第
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「消しましょう　その火その時　その場所で」「消しましょう　その火その時　その場所で」

平成28年度春季消防演習平成28年度春季消防演習
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舟
形
町
で
は
ホ
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ム
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開
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て
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中
で
も
「
Ｏ
ｈ
！ 

Ｎ
ｅ
w  

Ｎ
ｅ
w  

Ｎ
ｅ
w 

s
」
は
新
鮮
な
情
報
が
満
載
。

▼
舟
形
町
Ｈ
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w
w
.tow
n.funagata.yam

agata.jp/

わ だ い ③

わ だ い ②

わ だ い ① ま
ち
の
わ
だ
い

わ だ い ⑤

わ だ い ④

わ だ い ⑥

　４月23日、舟形小学校が平成28年度子どもの
読書活動優秀実践校として、国立オリンピック
青少年総合センター（東京都）で、文部科学大
臣表彰を受けました。これは、子どもが積極的
に読書活動を行う意欲を高める活動について、
優れた実践を行なっている学校等に対し、毎年
表彰をしているものです。舟形小は、学校のほ
か、保護者や地域の協力の中で読書活動を進め
ていることが認められました。

みんなの力で川をきれいに

読書活動で文部科学大臣表彰

内山青年団が夜桜を彩る

　４月下旬、内山青年団（団長  伊藤一行さん）
が、内山町内会（会長  伊藤正信さん）と協力
して、長沢駅前の桜のライトアップを行いま
した。青年団では、災害が起こった際に備え
て、発電機のメンテナンスやエンジンのかけ
方など使用方法を伝える機会として、今回の
ライトアップを企画したとのことです。
　半年に１回は発電機の動作点検をするなど、
私たちみんなで防災意識を高めましょう。

　鮎釣りシーズンを前に、小国川漁業協同組合
（組合長　髙橋光明さん）が河川清掃隊を結成。
５月９日～14日にかけ、赤倉温泉から川の駅
（最上町）まで小国川両岸の清掃活動を行い、
約11ｔのゴミを回収しました。
　髙橋組合長は「昨年の豪雨災害で多くのゴミ
が堆積しました。本流は漁協が先頭に立ってき
れいにするので、支流も含め、みんなできれい
な川を守っていきましょう。」と話していました。

　４月17・24日に行われた、第37回上山青年会
議所杯春の選抜中学校野球大会で、舟形中学校
野球部が優勝しました。この大会は上山青年会
議所が毎年開催しているもので、昨年秋に県内
各地で行われた新人大会の地区優勝校や、強豪
チームなど県内13校が招待されました。
　舟形中学校は、24日に上山市民球場において
行われた決勝戦で、長井市立長井南中学校と対
戦。３対０で勝利し、見事栄冠に輝きました。

10年目の五橋中受け入れ

選抜中学校野球大会優勝

　５月13日、長沢交流センター活用のための企業
による説明会が生涯学習センターで行われ、約40
名が参加しました。これは、リングロー㈱より、
「パソコンなどのＩＴ機器を活用した交流の場と
して活用したい」との申し出を受け開催されたも
のです。２月の第１回説明会よりも、具体的に雇
用や事業計画についての提案がありました。
　今後、町では地域のみなさんの意見を尊重しな
がら検討していきます。

リングロー㈱住民説明会

　５月18～19日、仙台市立五橋中学校の２年生222
名が、野外活動で町を訪れました。今年で10年目を
迎えたこの事業、初日は福祉施設等での奉仕活動や、
福寿野地域と富田地域で田植え体験などを行いました。
　２日目は、そば打ち体験を行い、舟形での活動を満
喫した生徒たちは、秋の収穫祭や文化祭での再会を約
束して帰路に着きました。民泊を受け入れてくださっ
た81戸のみなさん、地域のみなさん、温かく迎えて
いただき本当にありがとうございました。

▶図書購入など教育の発展のため、
15万円が町に寄附されました。

㈱大成技術コンサルタント
 子どもの教育のために

5
11

▶被災地支援のために、義援金
50万円が町長に手渡されました。

㈱キリウ山形
 熊本地震への支援

5
10

▶今年のテーマは「限界突破」。
泥だらけになって頑張っていました。

舟形中学校運動会
 勝利を目指して

5
29

▶大きな声援の中、想いをのせ
たタスキをつないでいました。

山形県縦断駅伝競走大会
 新庄最上チーム力走

4
28

▶今年は気温が高く、例年よりも
早く桜の見頃を迎えました。

桜前線の北上
 町内の桜が満開

4
26

▶絵本を通じて、たくさんコミュ
ニケーションをとっていました。

ブックスタート
 赤ちゃんと絵本を

4
20

たい

｜広報ふながた 28.511 広報ふながた 28.5｜10
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あなたの声をお寄せください

まちづくり課 企画調整班
☎（32）2111（内線313）

　まちの話題、疑問、質問、
提言、意見のほか、会員募
集やリサイクル情報（譲り
たい、譲ってほしい）、イ
ラストなど何でも結構です。
　広報紙上でできるだけ紹
介します。

　高校生ボランティア「ふなっ子」は、町内外でのボランティア活動や県内の
サークルとの交流会に参加しています。
　町を元気にする活動を自ら発信し、地域の方との交流を行なっています。
活動を通し、自分たちも成長していければと考えています。
　そんな「ふなっ子」のメンバーとして活動してみませんか？
▼活動内容／
　○月１回の打合せ　　○舟形ＩＣ・ＰＡのゴミ拾い
　○舟形駅の清掃活動　　　○保育園・中学校への訪問
　○町・最上地区主催研修会
　○町内福祉施設等でのボランティア
　○町主催イベントでのボランティア
　○他市町村のボランティアサークルとの交流　など

▼申込み・問い合わせ／舟形町中央公民館　☎（32）２２４６

高校生ボランティア「ふなっ子」
メンバー大募集!!

新
刊
書
の
紹
介

（
舟
形
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）　世界と調和している。それがどんな

に素晴らしいことか。言葉で伝えきれ
ないなら音で表せるようになればいい。
ピアノの調律に魅せられた１人の青年
が成長する姿を温かく綴った小説。

羊
と
鋼
の
森

宮
下

　奈
都
／
著

　「なあ、おとん、おかん。なんで結
婚したん？」ぼくからの素朴な質問。
関西弁のやりとりが楽しい、読んだあ
と笑顔になれるハートフル絵本。家族
の愛情をたっぷり感じられる絵本。

お
か
ん
と
お
と
ん平

田

　昌
広
／
著

町
営
バ
ス
に
乗
り
ま
し
ょ
う
。

タバコは町内で買いましょう。
３月のタバコ税は1,829,253円

６月の舟形若あゆ温泉の
休館日は、8日㈬

忘れずに申告しましょう。

農業機械等に装着する
除雪用アタッチメントを補助対象に

舟形小学校
旧堀内小学校
富長交流センター
長沢交流センター

0.04
0.04
0.04
0.04

0.04
0.04
0.04
0.04

晴
〃
〃
〃

○空間放射線量測定結果

○水道水に含まれる放射性物質測定結果

測定日／５月９日㈪

測定日／３月31日㈭

測定場所

採水場所 ヨウ素 セシウム

天候 測定値（μsv/h）
1m0.5m

舟形町役場 不検出不検出

～人体に影響はありません～

６月の納期

◆町県民税

６月30日（木）まで

～　小型除雪機購入補助事業補助金　～
　町では、冬期間における町内の安定した生活環境の維持、また、町内
の除雪機販売会社の利用促進を通して町内の購買促進及び経済の活性化
を図ることを目的に、除雪機械の購入に対して助成を行なっています。
　今回、新車の小型ロータリ除雪機に加え、農業機械等に装着する除
雪用アタッチメントを補助対象として追加しました。
▼対象／次の要件をすべて満たす方 
　　・町内に住所を有する方または町内に事業所を有する事業者 
　　・税等に滞納がない世帯または事業者 
▼補助対象／これから購入する除雪機で次の要件をすべて満たすこと 
　　・新車の小型ロータリ除雪機（除雪幅が600mm以上）または、
　　　農業機械等に装着することで、当該除雪機と同等以上の作業能
　　　力を有すると認められる新品の除雪用アタッチメント（スノー
　　　ラッセル、スノーブロア、スノーバケット等）。
　　・購入後7年以上、補助対象者が所有すること 
　　・町内に住所を有する販売会社から購入すること 
▼補助金／購入費の1／4以内で10万円上限 
　　※高齢者世帯等除雪サービス事業の協力者で、かつ自主防災組織
　　　または舟形町地域支え合い除排雪活動支援事業の実務者として
　　　５年以上活動する方は、20万円上限 
　　※１世帯につき1回に限って交付 
▼問い合わせ／舟形町まちづくり課企画調整班　☎（32）2111（内線312）
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髙
　
橋
　
ふ
き
子
（
長
沢
第
三
）

春
の
宵
明
か
り
ま
ぶ
し
や
新
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
　
見
　
七
　
生
（
舟
形
第
四
）

囀さ
え
ずり
や
孫こ

ら
の
こ
ろ
げ
る
里
の
山

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
　
勝
　
広
（
舟
形
第
四
）

梅
咲
い
て
ほ
の
ぼ
の
老
い
て
一
と
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
毛
　
利
　
良
　
次
（
埼

玉

県
）

里
山
の
畠
の
う
ぐ
ひ
す
妣
か
と
や

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
沼
　
澤
　
鶴
　
陽
（
舟
形
第
四
）

　
妣は
は

…
亡
く
な
っ
た
母
上
の
事
を
こ
の
よ
う
に
書
く

　
　
三
つ
物
（
連
句
）

美
し
き
大
和
言
の
葉
辛
夷
か
な

　
蒔
絵
の
太
刀
に
秘
め
る
名
工

か
げ
ろ
い
て
城
址
に
鳥
の
遊
ぶ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
北
陽
社
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
玲
　
虹
（
　

野

　
）

　
　
付
合
句

心
経
を
唱
ふ
朝
や
夏
近
し
　
　
　
　
　
　
　
大
　
沼
　
寿
　
生
（
山

形

市
）

　
肩
の
辺
温
し
里
の
貌
鳥
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
玲
　
虹
（
　

野

　
）

春
林
や
山
吹
色
の
乗
馬
服
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
淳
　
子
（
ロ
ー
マ
市
）

　
野
は
燦
々
と
陽
炎
揺
る
る
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
玲
　
虹
（
　

野

　
）

ふ
じ
の
花
日
本
ら
し
い
な
し
や
れ
た
色
　
　
井
　
上
　
　
　
笑
（
ロ
ー
マ
市
）

　
野
山
に
ひ
び
く
鳥
の
さ
え
ず
り
　
　
　
　
井
　
上
　
玲
　
虹
（
　

野

　
）

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば
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月
12
日
㈰
は
、
第
５
回
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク
カ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
in
舟
形
で
す
。
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○掲載を希望される方は、届け出の

　際にお申し出ください。

１歳半頃の紘樹さん

家族からのメッセージ

◆現在の職業は？…………

◆自分を一言で？…………

◆夢は？……………………

◆趣味は？…………………

◆尊敬する人は？…………

◆舟形町の良いところは？

◆10年後の舟形町は？……

◆成人式を迎えるにあたって一言…

型枠大工

明るくて優しい

温かい家庭を築くこと

映画鑑賞  

両親、宇内さん  

何もないけれど、目に映らない何かがあるところ

このまま変わらないでほしいけど、人口は増加し

てほしい

今まで自分を支えてくれた方々への感謝の気持ち

を忘れずに、恩返しできるような大人になりたい

伊藤　紘樹さん（野） camera 
 angle

camera 
 angle

ひろき

男

女

計

世帯

人口と世帯

：2,770人
：2,888人
：5,658人
：1,893世帯

（-７）
（-１）
（-８）
（＋5）

（  ）は前月比

（現在）

選挙人名簿登録者数

男性　2,321人
女性　2,501人 計4,822人

(３/２現在）

４
30

　成人おめでとう。そして、
素直に育ってくれてありがとう。
これからもその調子で。

父　光　信  さん
母　みゆき  さん

  より

実施期間　　６月１日（水）～１０日（金）
飲酒運転撲滅強化旬間

【飲酒運転の根絶】
　　◎飲酒運転は絶対に「しない、させない、許さない」意識の徹底
　　◎家庭・職場・地域から飲酒運転を絶対に出さない広報啓発の推進
【道路横断時・交差点における交通ルールの遵守】
　歩行者
　　◎道路横断時の「安全な場所で左右の安全を
　　　確認し、まっすぐ横断」の徹底
　　◎「横断前と横断途中の２回安全確認」の周知
　　　と実践
　運転者
　　◎「横断歩道に歩行者がいたら一時停止して安全に横断させる」の周知徹底
　　◎交通ルール遵守の徹底と「しっかり止まって、はっきり確認」の実践

１．安全な場所を選ぶ
２．道路の端で必ず立ち止まる
３．右・左の安全を確かめる
４．安全を確かめたらまっすぐさっさと渡る
５．横断中も右・左の車の動きに気を配る

【安全横断５則】

野

内　　山

舟形第２

沖 の 原

富田第２

瀬　　脇

堀　　内

横　　山

92（喜美雄）

85（ヨネ子）

61（伸　雄）

69（秀　樹）

95（ツトヨ）

75（文　晴）

91（順　一）

78（浩　哉）

阿部　泰治

伊藤　　助

渡辺　晴美

佐藤　孝美

齊藤　重吉

阿部ナツヱ

髙山　一子

森　與惣治

４月２日～５月１日届出分

（世帯主）◆□おくやみ申しあげます

成人式を迎えます！成人式を迎えます！

　ここでは書ききれない日々の活動や暮らしのこと、想いを綴った
日記（ブログ）をインターネットで公開しています。ご意見・応援
のメッセージなどをお寄せください。

★宇都木俊昭ブログ『舟形町より愛をこめて』http://ameblo.jp/toshiaki1007/
◎出井浩貴ブログ『徒然なるままに』http://ameblo.jp/idei0427//4334/
●太田和慶ブログ『んまい！ふながた』http://ameblo.jp/kazuyoshi-ohta/
◇長江　亨ブログ『ながえもんのガタガタ日記』http://ameblo.jp/toru-nagae0513/

～地域おこし協力隊員のつぶやき～～地域おこし協力隊員のつぶやき～

　地域おこし協力隊の宇都木俊昭、出井浩貴、太田和慶、長江亨です。

このコーナーでは、私たちが舟形町の魅力を発見し、地域のみなさんに

お伝えしていきます。

　今月は、宇都木隊員と長江隊員の活動を紹介します。

～Vol.50～

今月の宇都木隊員

ふ な こ い

舟恋舟恋

　雪が溶けて、舟形に移住して３度目
の春がやってきました。春を告げる町
の行事といえば、山形大学フィールドワ
ークが浮かびます。５月14・15日には
山形大学の学生が来町し、今年は「縄
文の女神」の模型の作成と、キノコの植
菌体験をしました。
　毎年感じますが、私の大学時代と比
較すると、とても大人な大学生（しかも
１年生）だなと思います。志が高い学生
たちと接し、こちらの気持ちまで高ぶっ
たフィールドワークでした。

今月の長江隊員
　舟形に来てから初めて、地域の祭り
に参加してきました。野の山神神社祭
典です。天候もよく春めいた穏やかな
気候の中、威勢の良い「わっしょ
い！」という掛け声にあわせて、野地
区の子どもたちや地域のみなさんと一
緒に神輿を担ぎました。
　一軒一軒の家を訪問するような祭り
は初めての体験で、地域のみなさんと
もたくさん触れ合うことができ、とて
も良い経験となりました。今後も地域
行事に参加して、舟形の良さを見つけ
ていきたいです。

大学生と打ち合わせ

祭りの様子

○転入届（他市区町村からの転入）
　転入した日から14日以内に
○転出届（他市区町村への転出）
　あらかじめ転出する日までに
○転居届（舟形町内で住所の変更）
　転居した日から14日以内に
○世帯変更届（世帯構成などが変わった時）
　変更のあった日から14日以内に
　
　本人または世帯主の方が届け出くだ
さい。届け出に必要なものはお問い合
わせください。
▼届け出・問い合わせ／
　舟形町まちづくり課住民班
　☎（32）2111（内線323）

住民異動などの届け出を
忘れずに
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紹
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５
月
18
〜
19
日
、
仙
台
市
立
五

橋
中
学
校
が
野
外
活
動
の
た
め
、

町
を
訪
れ
ま
し
た
。
私
も
仙
台
市

出
身
で
す
が
、
中
学
生
当
時
に
田

植
え
体
験
や
民
泊
な
ど
の
機
会
は

な
く
、
子
ど
も
の
頃
に
こ
の
よ
う

な
経
験
を
で
き
る
こ
と
は
、
幸
せ

な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
10
年
も
の
期
間
、
受
け
入
れ
や

交
流
を
続
け
て
き
た
地
域
の
み
な

さ
ん
の
想
い
や
努
力
に
、
頭
が
下

が
る
思
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　 

　
（
し
ゅ
ん
）

　
Ｓ
・
Ｆ
・
Ｃ
は
、
フ
ッ
ト
サ
ル
を

行
な
っ
て
い
る
団
体
で
す
。
約
20
名

が
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
か
ら
、
４

月
〜
11
月
は
農

林
漁
業
体
験
実

習
館
、
12
月
〜

３
月
は
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ

ー
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

と
う
り
ゅ
う

は
や
し

し
ょ
う

P
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約
200
年
前
頃
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
洪
水

や
氷
雪
の
た
め
、
何
日
間
も
堀
内
に
逗
留
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
最
上
川
舟
運
の
水
夫
た
ち
が
、
退
屈
ま
ぎ
れ

に
堀
内
の
若
者
と
交
わ
り
、
こ
の
踊
り
を
教
え
た
も
の
が

現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
現
在
の
踊
り
は
当
時

と
だ
い
ぶ
異
な
り
、
小
野
重
蔵
と
い
う
人
が
定
め
た
と
い

わ
れ
る
。
踊
り
は
、
踊
り
手
４
人
と
三
味
線
、
笛
、
太
鼓
、

鉦
、
囃
子
か
ら
な
る
。
踊
り
手
は
馬
の
毛
と
金
の
輪
で
作

ら
れ
た
テ
デ
棒
を
振
り
な
が
ら
踊
り
、
馬
の
毛
は
早
苗
、

金
の
輪
は
馬
の
く
つ
わ
を
象
徴
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。

　
こ
の
田
植
踊
り
は
、
旧
正
月
15
〜
20
日
ま
で
村
内
各
戸

を
踊
り
歩
き
、
豊
作
を
祈
願
し
た
と
い
わ
れ
る
。
現
在
は
、

「
堀
内
田
植
踊
り
」
と
「
堀
内
こ
ど
も
田
植
踊
り
」
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
大
切
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　
曲
目
は
「
正
月
」「
四
方
か
た
め
」「
あ
が
り
は
か
」
の

３
曲
か
ら
な
り
、
一
行
は
踊
り
手
を
先
頭
に
各
家
を
訪
れ

る
。
各
家
の
戸
口
を
入
る
と
１
番
手
は
独
特
の
節
回
し
で

次
の
口
上
を
述
べ
る
。「
ハ
イ
ご
め
ん
な
さ
れ
や
お
旦
那

様
。
四
海
波
こ
そ
静
か
に
て
国
の
治
ま
る
御
祝
、
千
秋
万

事
ま
ず
も
っ
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
る
。」
次
に
２
番
目
が

「
こ
の
家
の
お
旦
那
様
に
は
良
き
日
に
日
取
り
を
な
さ
れ
、

お
か
さ
く
田
作
上
々
作
が
ま
さ
る
よ
う
、
千
秋
万
事
ま
ず

も
っ
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
る
。」
述
べ
、
家
の
中
に
飛
び

込
む
。
３
番
目
は
「
か
や
勝
栗
や
御
俵
、
重
ね
重
ね
の
御

祝
、
千
秋
万
事
ま
ず
も
っ
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
る
。」
と

述
べ
る
。

　
最
後
の
踊
り
手
は
「
あ
の
や
ん
十
郎
を
ひ
き
と
っ
て
、

隅
か
ら
隅
ま
で
す
り
い
出
す
。
な
げ
れ
ば
ち
ゃ
ん
と
立
つ

如
く
四
す
み
に
し
か
り
ど
。」
と
「
ど
ん
」
と
テ
デ
棒
を

突
く
。
こ
こ
で
４
人
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
「
春
の
は
じ
め
に

初
田
植
、
い
や
ま
だ
ま
だ
ハ
イ
ド
お
も
せ
。」
と
述
べ
る
。

次
に
歌
い
手
に
合
わ
せ
て
４
人
一
線
に
な
り
踊
る
。

新シリーズ　地域のたから　その⑧

舟
形
町
指
定
文
化
財

　
（
昭
和
47
年
４
月
１
日
指
定
）

　
所
在
地
：
堀
内
地
区

　
所
　
有
：
堀
内
伝
承
文
化
保
存
会

堀
内
田
植
踊
り

ほ
り

　う
ち

　

 

た

　う
え

　お
ど

（平成27年９月撮影）


